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〃
月
4
日
、
醤
蕉
2
硫
嘗
脅

睦
窺
。
塞
卵
油
掛
句
中
止
な
じ
“
き
昇
叙

て
・
」
晶
と
築
上
ワ
包
、
県
庁
苑
ひ
鷺

谷
旬
報
響
宿
毛
し
罵
し
主
〟
窮
高
久

が
か
嵐
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て
魯
魚
リ
レ
ー
L
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か
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ナ
雪
子
巨
．
粗
め
克
、
勧
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8
本
舟
屋
覚
は
勧
牢
た
け
毎
が
よ
痕

首
穂
高
ア
メ
リ
カ
〝
上
州
鼓
笛
止
鼻
仰

否
べ
き
ド
」
と
よ
伊
が
直
吉
（
篇

〟
蒸
暑
〟
私
、
由
椴
と
．
資
で

萩
雄
瓶
南
村
・
富
盈
筏
で
療
囲
裸
や

中
根
氏
　
家
計
酒
質
が
上
配
置
す
る
国
の
要
件
に
踏
み
切
る
べ
き
だ
。

低
迷
す
る
中
で
の
消
費
税
を
、
「
従
う
べ
き
基
準
」
か
　
伊
藤
博
明
教
育
良
　
知

増
税
は
暮
ら
し
と
経
済
を
ら
拘
東
方
の
な
い
「
参
酌
的
障
害
特
別
支
援
学
校
へ

破
壊
す
る
。
　
　
　
　
基
準
に
緩
和
し
て
も
安
の
入
学
希
望
者
の
動
向
な

尾
崎
知
事
　
社
会
保
障
全
性
と
質
の
確
保
が
十
分
ど
を
見
極
め
つ
つ
、
将
来

制
度
の
充
実
・
強
化
を
図
だ
と
馨
一
己
て
い
る
。
　
を
見
据
え
た
抜
本
的
な
改

り
、
持
続
可
能
性
を
確
保
　
尾
崎
知
事
　
全
国
的
に
善
・
解
消
に
つ
い
て
、
入

す
る
た
め
に
引
き
上
げ
は
利
用
ニ
ー
ズ
が
年
々
高
ま
学
者
数
が
増
加
し
て
い
る

や
む
を
得
な
い
。
幅
広
い
る
一
束
人
材
確
保
が
ボ
高
知
市
や
香
南
市
な
ど
の

国
民
が
負
担
す
る
濫
費
税
ト
ル
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
意
見
を
も
ら
い
な
が
ら
、

は
社
会
保
障
の
安
定
財
源
る
現
状
を
申
し
上
げ
、
間
具
体
的
な
対
応
策
を
検
討

と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
。
経
題
提
起
し
た
。
安
全
性
と
し
て
い
く
。

け
小
さ
く
す
る
こ
と
が
重

要
で
、
政
府
は
十
分
な
対

策
を
実
施
し
て
ほ
し
い
。

中
根
氏
　
知
事
は
内
閣

府
の
有
識
者
会
議
の
専
門

襲
票
＼
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
支
援
員
を
1
人
以

の
職
員
数
は
維
持
す
る
意

向
だ
。
独
自
研
修
の
充
実

な
ど
で
対
応
す
る
と
聞
い

て
お
り
、
安
全
や
質
の
確

保
は
十
分
可
能
だ
。

中
根
氏
　
特
別
等
霞
学

校
の
過
密
解
消
へ
、
新
設

溝
的
な
影
響
を
で
き
る
だ
に
対
応
し
っ
つ
も
、
現
行

サ
ー
ビ
ス
の
質
を
確
保
す

る
手
段
は
決
し
て
全
国
一

律
の
基
準
の
み
に
と
ど
ま

る
も
の
で
は
な
く
、
地
域

の
実
情
に
応
じ
て
対
応
で

き
る
。
県
教
委
の
調
査
で

は
、
全
市
町
村
が
有
資
格

者
の
配
置
に
つ
い
て
柔
軟


